
1 

 

 

 

 

令和４年度水道事業の予算基本方針 

 

令和４年度は、滝沢市新水道事業ビジョンにおける「信頼され続ける水道」

の基本理念のもと、最終年度となる滝沢市水道事業中期経営計画（後期）を推

進してまいります。 

 

○安心・安全 安心して飲むことができる安全な水道について 

 豊富で良質な岩手山由来の地下水を未来にわたって市民に提供できるように、

取得した水源保全用地及び水源地の適正保全を継続し、取水能力の維持を図る

とともに、大湧口水源の有効利用を推進します。 

 良好な水源水質を維持し市民へ安心安全な水を提供するため、水源から末端

の配水管までの管路の計画的な更新の実施、末端給水箇所の定期的な滞留水排

水を行い、市民の方が安心して水道を使えるよう、水質管理の徹底を行ってい

きます。 

 事故等による断水範囲の縮小化のため、管路更新等に合わせ仕切弁を増設、

小ブロック化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道資料 6 
 

【安全な水の供

給】 

水質管理の徹底、水安全計画の継続運用・改定 

アンケート調査結果を踏まえた水質不満足度の分析

と改善対応 

 

 

【水源の確保と

保全】 

 水源井戸の適正管理 

 大湧口水源の早期有効利用 

 水源保全用地の適正保全 

【給水サービス

の向上】 

定期的な滞留水排水の実施 

管網ループ化計画に基づく整備の推進 

 仕切弁増設等による小ブロック化・断水範囲の縮小 
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○安定・強靭 安定した給水を実現する強靭な水道について 

 

 水道施設の長寿命化とアセットマネジメントに基づく適正更新、耐震化等に

よる災害時の供給能力の確保、漏水対策の推進により、水道施設の適正化を図

ります。 

水道施設の効率的な運転と機能保持を図り、常に安全な水質と安定供給を確 

保するため、従事する職員の育成と効果的な管理委託の推進を図ります。 

また、長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわたって効率

的かつ効果的に管理運営し、持続可能な水道の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安定した給水

の継続】 

一本木配水池系と柳沢高区配水池系配水連絡管整備 

隣接市町との連絡管操作訓練の実施 

北東北 3県合同災害時給水訓練への職員派遣 

  

大湧口水源の有効利用による水融通機能の強化 

【水道施設の適

正化】 

マクロマネジメントの実施による水道施設の健全性

確保と修繕・更新の最適化によるコスト縮減 

漏水対策の推進 

 

【災害時応急対

策の推進】 
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○環境・持続 環境に配慮した持続可能な水道について 

令和元年度から始まった後期経営計画の期間においては、前期経営計画の期

間と同様に、人口・水需要・給水収益などの実績は推計値を上回っており、人

口減少等による経営悪化のスピードは予想より遅いことが予想されます。しか

し、アセットマネジメントの結果においては、今後４０年間の投資必要額を平

準化した支出は、これまでの建設改良費の支出を大きく上回ることが見込まれ

ております。 

このことから、後期経営計画においては、業務の効率化などさらなるコスト

の縮減による支出の抑制を実施したうえで、世代間の負担の公平性を踏まえた

上での規範性をもった起債財源と料金収入による資産維持費の確保を図り、健

全な水道経営をすすめております。 

また、次期経営計画策定の基礎とするため、本年度においては従来のアセッ

トマネジメントに一本木簡易水道統合や最新の決算状況を反映させる更新を外

部委託により行っております。 

今後においても、広報活動を推進し利用者にわかりやすく親しみのもてる水

道をめざしていきます。 
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外部委託と正職員、再任用職員及び会計年度任用職

員の最適化、広域連携の推進による職員の技術力や

経営能力の向上など事務遂行レベルの確保 

 

【人財育成と組

織力の強化】 

 

【財政健全化】 

【官民連携・広

域連携の推

進】 

 適正な水道料金設定 

 企業債借入額と内部留保資金割合の規範性維持 

 水道料金未納対策強化 

料金徴収業務などの委託業務 

周辺市町との災害対策の連携の強化 

盛岡広域ブロック検討会構成事業体間の連携 

 

 子供達が水資源の大切さや水道の仕組みを見て・触

れて・学習できる水道事業啓発活動  

【顧客サービス

の向上】 
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令和４年度の主な事業  

                 

１ 安心・安全   安心して飲むことのできる安全な水道 

 

  ○柳沢水源関連施設整備 

     柳沢大湧口水源の配水連絡管整備を進めます。                      

 

  ○水源保全施策の実施 

     水道水源保全計画及び水道水源保護条例に基づき事業を実施します。 

     具体的には、 

・合併処理浄化槽補助金交付 ５人槽・７人槽・10 人槽各１件 

・市所有の水源涵養地の維持管理（除草・間伐等） 

 

  ○水質管理の徹底 

     水質検査計画に基づき水質検査を実施し、安全でおいしい水の供給を図るとと

もに、引き続き水源監視体制の徹底を図ります。 

     ・定期水質検査、臨時水質検査 

            

 

  ○滞留水排水の強化 

     各配水系の境界、末端給水箇所など水道水が滞留しやすい箇所の排水を行い、安

心安全な水道水の供給に努めます。 

     ・消火栓、ドレンによる定期的な滞留水排水の実施 

                                 

 

  ○断水範囲の縮小 

     管路更新に合わせた管路・仕切弁の整備 
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１ 安定・強靭   安定した給水を実現する強靭な水道 

   

○水道施設改良更新事業 

     以下の老朽水道施設の更新を行います。 

     ・電気・計測機器更新一式 

                        

  

  ○配水管整備事業 

     経年管のうち漏水事故の多いビニール管を中心に耐震菅へ布設替えを進め、断

水事故を減らし、水資源の有効利用に努めます。 

・ビニール管の耐震管への布設替え 

・道路改良事業等に合わせての事業費の抑制 

      

                                         

     

＜管路耐震化率＞   

   年   度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

配水管（％） 
計画値 33.1 34.1 35.0 35.9 

実績値 34.2 34.8 35.3 ― 

幹線（％） 
計画値 26.4 26.8 27.2 27.6 

実績値 25.6 25.9 25.9 ― 

※ 配水管は、導水管・送水管を除く。幹線は導水管・送水管及びφ２００以上の配水管

とする。 

    

 

 ○経年管更新事業 

     アセットマネジメントに基づき優先順位の高い路線から順次更新を進めます。 

・老朽管布設替工事           １，５００ｍ 

・老朽消火栓更新                ２基 

                     

＜経年管更新率＞ 

年 度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

計画値（％） 1.5 1.5 1.5 1.0 

実績値（％） 1.2 0.5 0.6 ― 
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  ○漏水対策事業（重点事業） 

     配水流量計更新          ２台 

     漏水調査委託         ３８０ｋｍ 

     漏水発見後の迅速な修理    発見個所数 

 

＜有効率＞ 

年 度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

計画値（％） 92.8 93.0 93.2 93.4 

実績値（％） 91.3 95.2 94.0 ― 

ビジョンと実行計画の数値が相違していたため、実行計画に合わせました。 

 

○連絡管整備事業 

   盛岡市及び雫石町との連絡管整備実施協議 

                          

 

 

３ 環境・持続  環境に配慮した持続可能な水道 

    

  ○顧客サービスの向上 

     料金徴収業務包括委託は、委託業者の更新を令和３年度に公募型プロポーザル

により実施しており、現在交渉権獲得業者と見積内容の交渉をしているところで

す。 

令和４年度以降の更新後においても業務にかかるモニタリングを継続するほか、

ワンストップサービスや迅速な現場対応など、顧客サービスの向上とコスト縮減

を図ります。 

     ・料金徴収業務委託                   

     ・水道広報誌の発行（年２回） 

     ・子供向け水道事業啓発活動 ※令和３年度は中止 

・出前講座の実施 ※令和３年度は中止 

               

 

○財政健全化 

     滝沢市新水道事業ビジョンにおける「信頼され続ける水道」の基本理念のもと、

令和元年５月に策定した滝沢市水道事業中期経営計画（後期）の進捗を確認しな

がら、財政の健全化を継続します。 

     受託者と連携し、水道料金未納者に対する迅速正確な対応に努めるほか、収納

率向上を図ります。 
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     ・企業債借入額は規範性を持ち将来負担の軽減と支払利息の削減に努めること 

     ・コスト縮減の強化 

① 再任用職員と会計年度任用職員の適正配置 

再任用職員等を効率よく配置することで、コスト縮減を図ります。 

②工事コストの縮減 

道路改良等の他工事と工事時期を調整し路面復旧費の抑制、管路更新費

用の削減を図ります。                    

 ＜実績と見込＞                        

 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 

過年度分の 10 月期 

収納率（％） 
94.77 96.78 97.11 94.76 

人件費（千円） 

（3 条職員+非常勤・臨時） 
87,602 85,933 85,690 94,353 

   

                           

 ○人財育成と組織力の強化 

    会計年度任用職員の適正配置と水道経験者の再任用職員確保により、定期人事異

動による事務遂行レベルの低下を防止するとともに、人財育成・技術の継承を図り

ます。 

    引き続き、下水道事業職員との兼務による経営技術の組織力強化を図ります。 

      

職員 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 

正職員（人） 16（5） 15（4） 15（4） 16（4） 

再任用職員（人） 0 1 1 1 

会計年度 

任用職員（人） 

3（1） 3 3 3 

人数計 19 19 19 20 

平均年齢（歳） 41.8 42.7 44.1 44.1 

経験年数（年） 7.0 6.4 4.8 5.1 

※正職員の（ ）内は４条職員、会計年度任用職員の（ ）内は臨時職員 

※令和２年度より非常勤職員は、会計年度任用職員となった。 

 

  ○官民連携・広域連携の推進 

    近隣市町の工事施工要領を研究し、給水装置工事等施工要領を随時見直し、審査

基準の共通化を検討します。 

    岩手県水道事業広域連携検討会盛岡広域ブロック検討会での検討結果に基づき、 

引き続き構成事業体間の連携を進めて行きます。 
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収支見込対前年比較 

     
単位：百万円 

区  分 
令和４年度 

予算方針Ａ 

令和３年度 

12月補正 Ｂ 

比較増減 

Ａ－Ｂ 

収
益
的
収
入
及
び
支
出 

（
消
費
税
抜
） 

①  水道事業収益 1,036 1,042 △  6 

  うち給水収益 848 849 △  1 

  うち長期前受金戻入益 89 92 △  5 

②  水道事業費用 867 890 △  23 

 
うち減価償却費 394 407 △  9 

 
うち支払利息 27 29 △  2 

③  差引（①－②） 169 152 16 

資
本
的
収
入
及
び
支
出 

（
消
費
税
込
） 

④  資本的収入 131 137 △  6 

  うち企業債 100 110 △  10 

⑤  資本的支出 664 768 △ 104 

 
うち建設改良費 527 616 △  89 

 
うち企業債元金償還 140 152 △  15 

⑥ 資本的収支不足額（⑤－④） 533 631 △  98 

企業債残高 2,021 2,061 △  36 

流動資産－流動負債（企業債除く）  924  

 


